
地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数
Ⅰ．理念に基づく運営 11

１．理念の共有 2

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について
５．人材の育成と支援 2 外部評価は30項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 2 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 1

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 6 　○記入方法
１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 2
　　見直し ［取り組みを期待したい項目］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 2
［取り組みを期待したい内容］

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 11

１．その人らしい暮らしの支援 9

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 30 家　 族

運営者

職員＝

チーム

法人名 社会福祉法人　ひまわり福祉会

＜認知症対応型共同生活介護用＞

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 3270400710

事業所名 グループホーム　ひだまり

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同
義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みま
す。

番号に網掛けのある項目は、地域密着型サービスを実施する上で重要と思われる重
点項目です。この項目は、概要表の「重点項目の取り組み状況」欄に実施状況を集約
して記載しています。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成　　２1　　年　　 　８　　月　   25   日

評価機関名 株式会社　ワールド測量設計

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

確認された事実から、今後、さらに工夫や改善に向けた取り組みを期待したい
項目に○をつけています。

「取り組みを期待したい項目」で○をつけた項目について、具体的な改善課題や
取り組みが期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 平成　　２１　　年　　　７　　月　　23　　日



作成日　平成　2１年　７月　27日　

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電話）　

【情報提供票より】（　21年　6月　25日事業所記入）

3 ユニット 人

14 人

（２）建物概要

造り 　

１階建ての １階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

円

朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

（４）利用者の概要（　　７　月　１　日現在　）

18 名 男性 3 名 女性 15 名

名 名

名 名

名 名

年齢 平均 84.5 歳 最低 75 歳 94 歳

（５）協力医療機関

8要介護２

または１日当たり　　　　　1,000　　　　　　　円

2ヶ月に1回開催されている。利用者や家族、一般職員も交代で参加している。
利用者の生活ぶりをスライドを使って紹介したり、防災訓練の様子を職員が再
現するなど､会の参加者に分かりやすく伝える工夫がされており、より具体的
な意見を引き出している。運営推進会議で得た情報は､ミーティングで全職員
が共有し､サービスに活かしている。又、全利用者家族にも報告されている。

重
点
項
目
②

重
点
項
目
③

2か月に1回発行する「ひだまり通信」を渡して利用者の状況報告を行ってい
る。職員担当制を導入しており、利用者や家族とより馴染み深い関係を構築
し、面会の時や電話、手紙でプランやサービスに関する意向や要望を聞きだし
ている。遠方の家族など来所が難しい家族には、担当職員が電話や利用者の暮
らし振りがわかるおたよりを書いて報告している。利用料の報告は毎月行って
いる。年2回の家族会では、運営状況、活動報告、外部評価結果、職員の異動
などが報告されている。意見箱を設置したり、昨年は家族アンケートも行った
が特に意見は得られず、今年は行っていない。年2回（9月、3月）の家族会が
開催され、職員と家族、又、家族間の交流をはかっている。

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

0 地区のお祭りやとんどさんに参加したり、地域商店での買い物や散歩は、ご近
所の方と触れ合う機会となっている。家に招いてお茶を頂いたこともある。来
所されるボランティアも多様で利用者の楽しみとなっている。近隣住民の方(6
軒)には防災協力員になって頂くなど、法人として長年築かれた地域とのつな
がりが感じられる。又、「ひだまり通信」の発行も３か月に1回から2か月に1
回に増やして、近隣自治会へ全戸配布されており、地域の理解や協力が得られ
るよう啓発に努めている。協力医療機関名 出雲市民病院

重
点
項
目
④

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）要介護３ 5 要介護４ 3

利用者人数

要介護５ 0 要支援２

   食材料費

要介護１ 2

(入居一時金含む)

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）　有りの場合

　償却の有無

水道光熱費　15,000円

無
   保証金の有無

家賃（平均月額） 45,000

１．　評 価 結 果 概 要 表
［認知症対応型共同生活介護用］

所在地

事業所番号 開設28年の伝統ある介護老人福祉施設に隣接して立てられている。法人と
して地域福祉の核を担い、常に地域住民のニーズに沿って先駆的な取り組
みが行われてきた。自然に囲まれた環境にありながらも、すぐ隣は民家で
あり地域に溶け込んでいる。1ユニット６人の変則性3ユニットが特徴であ
り、勤務体制を見直し、ユニット間で連携を強めている。ホームとしては
開設6年目であり、利用者の高齢化、重度化による日常生活を見直し、心
身の機能維持、回復に努めることが重要になってきている。利用者に応じ
て周囲が意図的・積極的に五感への刺激を暮らしの中で提供していくこと
が今後の課題となるであろう。所在地 出雲市荻杼町２７４－２

評価機関名

法人名

3270400710

その他の経費（月額）

    敷　　　　金 　　　　　　無

社会福祉法人　ひまわり福祉会

事業所名 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ　ひだまり

株式会社　ワールド測量設計

島根県出雲市神西町2452-1

（電　話）0853-43-3755

開設年月日

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）

重
点
項
目
①

訪問調査日 平成　2１年　７月　23日 評価確定日 平成　2１年8月25日

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

今回の自己評価については、パート職員も含めた全職員が1項目ずつ取り組
み、改めて、前回の評価結果や改善計画の点検を行った。

前回の評価結果を全職員で話し合い、改善シートを作って改善に努めた。理念
や記録用紙の見直しなど改善された点も多い。評価結果は運営推進会議で報告
したうえで、全利用者家族に送付された。又、自由に閲覧出来るように玄関に
ファイルにして置かれている。

平成　１６　年　4　月　　21　日

鉄構造平屋建て

ユニット数 利用定員数計　　　　 　  　人　

職員数 常勤　８人,  非常勤　１２人,  常勤換算7.7人

建物構造

18



２．　評 価 結 果 ( 詳 細 ）

　（   　 　　部分は重点項目です　）

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

　　１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えて
いくサービスとして、事業所独自の理念をつくりあげ
ている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に向
けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自治
会、老人会、行事等、地域活動に参加し、地元の
人々と交流することに努めている

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる

３．理念を実践するための制度の理解と活用

近隣の子供や、法人保育園との交流は、利用者
を喜ばせ、癒しにもなるでしょう。継続した呼
びかけをお願いする。又、ホームとして、地域
への還元は今後の課題であろう。

53

地区のお祭りやとんどさんに参加したり、地
域商店での買い物や散歩は、ご近所の方と触
れ合う機会となっている。家に招かれお茶を
頂いたこともある。来所されるボランティア
も多様で利用者の楽しみとなっている。近隣
住民の方(6軒)には防災協力員になって頂くな
ど、法人として長年築かれた地域とのつなが
りが感じられる。又、「ひだまり通信」の発
行も３か月に1回から2か月に1回に増やして、
近隣自治会へ全戸配布されており、地域の理
解や協力が得られるよう啓発に努めている。

○

1

昨年、法人として検討委員会を設置し、運営
のあり方を抜本的に見直された。それにあわ
せてホームの理念も地域密着型サービスとし
ての意義を踏まえ見直しをしているところで
ある。自分達がどんなホームにしたいのか
を、全職員で意見を出し合っている。

2

２．地域との支えあい

4

前回の評価結果を全職員で話し合い、改善
シートを作って改善に努めた。理念や記録用
紙の見直しなど改善された点も多い。運営推
進会議で報告したうえで、全利用者家族に送
付された。又、自由に閲覧出来るように玄関
にファイルにして置かれている。今回の自己
評価については、パート職員も含めた全職員
が1項目ずつ取り組み、改めて、前回の評価結
果や改善計画の点検を行った。

理念は玄関や事務所に掲示されている。これ
まで、理念について確認しあう機会が尐な
かったが、今年は全職員で新しい理念を作る
ため、自分達が目指すホームについて十分に
話し合い、同じ方向性を確認しあうことが出
来た。

7

利用者や家族、地域の方にもわかりやすい言葉
で表現された、親しみやすい理念が出来あがる
ことを期待している。

○

理念に沿った取り組み状況は伝えているが、理
念自体の周知はあまりされていないようだ。新
しい理念は、「ひだまり通信」にものせて、家
族や地域の方にも浸透していかれることを期待
する。

1

2

取り組みを期待したい項目取り組みを期待したい項目



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外に
も行き来する機会をつくり、市町村とともにサービス
の質の向上に取り組んでいる

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金銭
管理、職員の異動等について、家族等に定期的
及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、丌満、苦情を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員によ
る支援を受けられるように、異動や離職を必要最
小限に抑える努力をし、代わる場合は、利用者へ
のダメージを防ぐ配慮をしている

４．理念を実践するための体制

9

3ユニットの職員を流動的に兼務させること
で、継続した馴染みの関係を作っており、日
によって交替しても利用者にダメージはみら
れない。職員の入退職については年2回の家族
会の時に報告している。グループホームでの
馴染みの関係の大切さを考え、異動は最小限
にと考えているものの、法人の職員育成に向
けた取り組みにより、同じ敷地にある法人内
で毎年1、2名異動がある。

事故報告書では、家族への報告の経過までを記
録に残されることをお薦めします。家族への手
紙は、担当職員に任せられていますが、手紙を
出す基本的な期間や内容を話し合われてはいか
がでしょうか。さらに、出された手紙はコピー
等して、事業所にも保存しておかれるとよいで
しょう。

158

職員担当制を導入しており、利用者や家族と
より馴染み深い関係を構築し、面会の時や電
話、手紙でプランやサービスに関する意向や
要望を聞きだしている。意見箱を設置した
り、昨年は家族アンケートも行ったが特に意
見は得られず、今年は行っていない。年2回
（9月、3月）の家族会が開催され、職員と家
族、又、家族間の交流をはかっている。独自
で契約した第三者委員の訪問を定期的に受け
ている。

○

今後も現状にあった家族交流を工夫され、継続
されることを期待している。第三者委員が、家
族の相談窓口としても有意義なものとなるよう
に、趣旨や来所日を周知されてはいかがでしょ
うか。又、家族からの意見や連絡事項は、日誌
に記録されていますが、別欄を設けるなど誰も
が一見してわかる書式を話し合ってみて頂きた
い。

14

18

7

家族の来所時や、2か月に1回発行する「ひだ
まり通信」を渡して利用者の状況報告を行っ
ている。遠方の家族など来所が難しい家族に
は、担当職員が電話や利用者の暮らし振りが
わかるおたよりを書いて報告している。利用
料の報告は毎月行っている。年2回の家族会で
は、運営状況、活動報告、外部評価結果、職
員の異動などが報告されている。

○

地区のボランティアセンターの会長に出席頂い
ているが、実際にボランティアで来所され、
ホームや利用者の様子がわかる方にも参加をお
願いするなど、参加者の広がりを期待する。

96

市のグループホーム協議会や地域の小規模連
絡会、研修会等に参加している。2か月に1回
発行する「ひだまり通信」を担当者に届け、
ホームを理解して頂く努力をしている。成年
後見制度を活用されている利用者があり、学
習会に参加した。

85

2ヶ月に1回開催されている。利用者や家族、
一般職員も交代で参加している。利用者の生
活ぶりをスライドを使って紹介したり、防災
訓練の様子を職員が再現するなど､参加者に分
かりやすく伝える工夫がされており、より具
体的な意見を引き出している。運営推進会議
で得た情報は､ミーティングで全職員が共有
し､サービスに活かしている。又、全利用者家
族にも報告されている。

○



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成す
るための計画をたて、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流
する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上させ
ていく取り組みをしている

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用する
ために、サービスをいきなり開始するのではなく、職
員や他の利用者、場の雰囲気に徐々に馴染める
よう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本人から
学んだり、支えあう関係を築いている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

地域事業所が一丸となって、認知症ケアやグ
ループホームの啓発に努められることを大いに
期待している。他事業所との交換研修は、職員
の意識の向上やケアのヒントにつながるかもし
れません。2011

５．人材の育成と支援

10

勤務扱いで研修や勉強会に参加出来るように
図っている。参加後は復命書を書き、職員会
で発表することで情報の共有化と職員の能力
向上に努めている。資格取得にも金一封が渡
される等、職員の意欲を高めるよう配慮され
ている。福利厚生も充実しており雇用が安定
している。又、法人としての強みを生かし、
専門職の協力や助言を受ける体制がある。
パート職員を含め、各種係を決めて交替で行
うことで、自覚や意欲の向上に繋げている。
ヒヤリハットは出来事報告書に記録し、再発
防止に向け分析や対策を話し合っている。

19

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

市のグループホーム協議会や地域の小規模連
絡会、研修会等に、一般の職員も交代で参加
している。それによって近隣事業所に行事案
内を出したり、利用者を交えて行事やお茶に
誘って頂くなど交流を深め、行き来する機会
が増えた。

2612

主任が利用者宅に会いに行ったり、入居まで
定期的に連絡する。在宅ケアマネ等関係者か
らも情報収集している。本人やご家族に見学
に来て頂き、職員とも馴染みの関係に努めな
がら利用に繋げている。今年度から空床利用
短期入所を開始したので、状況によって活用
しながら入居につなげていきたいとも考えて
いる。入居後はユニットリーダーや担当職員
を中心に、ホームでの生活に早く馴染んで頂
けるようにプランにあげて支援している。

2713

高齢化、重度化によって、日常生活の介助が
多くなってきており、その中でも洗濯物たた
みやテーブル拭き、盛り付けなど出来る事を
見つけて力を発揮してもらう機会を作ってい
る。



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映した介護計画を
作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、見
直し以前に対応できない変化が生じた場合は、本
人、家族、必要な関係者と話し合い、現状に即し
た新たな計画を作成している

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、事
業所の多機能性を活かした柔軟な支援をしている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

３．多機能性を活かした柔軟な支援(事業所及び法人関連事業の多機能性の活用）

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

自分から意思表示されることが尐なく、職員
は必ず声をかけて本人に聞いてからケアを
行っている。たとえ言葉にならなくても、表
情や微かな動きから気持ちを汲み取るよう、
全職員が心がけ実践している。日々の気付き
は個人記録に書き込み、全職員で共有してい
る。ホーム独自で委託した第三者委員も活用
している。

37

3615

ユニット長、計画作成者、担当職員を中心
に、利用者、家族の意向や主治医の助言を基
にプラン作成をしている。それに職員の意見
を書き込んでから、カンファレンスで話し合
い、最終的なプランとしている。事前に家族
を交えたカンファレンスを開いたケースもあ
るが、職員が作ったプランに意見や承諾を頂
くケースが多い。

○

出来あがったプランを提示するのではなく、家
族が共にプラン作成に参加していることを自覚
できるようなシステムを話しあってみて頂きた
い。

3314

16

センター方式のアセスメント用紙の取り入れ
や、毎日の記録用紙や勤務体制を見直し、申
し送りを充実させたことで、利用者の変化を
より共有出来た。毎月の評価を基に、3ヶ月毎
のプランの見直しは全職員で行うように改善
した。状態の変化があった場合は適宜、家族
とも相談をして見直している。又、いつも職
員がプランを意識してケアや評価が出来るよ
うに、個人カルテにプランをはさみ、見やす
いようにしている。

美容院への送迎や買い物支援、家族の事情に
よっては通院介助もしている。今年度より空
き部屋を利用した短期入所も開始された。行
事やユニットの状況に応じて、出勤時間をず
らしたり、フリーの職員をつけるなど柔軟に
対応している。長期入院で退居された方への
手紙やお見舞いなど継続した支援もされてい
る。

3917



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、でき
るだけ早い段階から本人や家族等ならびにかかり
つけ医等と繰り返し話し合い、全員で方針を共有し
ている

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言
葉かけや対応、記録等の個人情報の取り扱いをし
ていない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

４．本人がより良く暮らし続けるための地域支援との協働

１．その人らしい暮らしの支援

○

残存機能を活かしたケアに努めているものの、
利用者が高齢化、重度化する中、どう過ごした
いか意思表示される方は尐なくなり、職員側の
ペースになりやすいので気をつけている。自然
な生活を心がけながらも、周囲が意図的・積極
的に五感への刺激を暮らしの中で提供していく
ことが期待されます。言葉がけはもちろん表情
や体の動き、スキンシップなど、利用者に応じ
て積極的に感情を引き出す工夫を期待したい。
余裕をもった勤務体制、職員配置が期待されま
す。

記録物の管理には十分に配慮して頂きたい。
又、親しみの中にも年配者を敬う気持ちを示す
言葉掛けを徹底されることを期待する。

5221

20

4719

これまでも、全職員で看取りケアを行ってき
ており、技術的にも精神的にも向上してきて
いるが、利用者、家族の安心を得られるため
には看護職員の配置は欠かせず、現在も募集
中である。終末期ケアのマニュアルを作成
し、独自の看取り指針も作成している。利用
者の状態変化に応じて主治医、家族と一緒に
話し合い、リスクを説明したうえで、看取り
の方針を共有してきた。

○

食事や入浴時間など生活は流動的である。居
室で寝付けない方は、ホールのソファーや畳
の間で休まれる時もある。その日その時の利
用者の気持ちを確認しながら柔軟に対応して
いる。自分で金銭管理されている方が7人あ
り、他の利用者も日常の買い物が出来るよう
にホームで管理している。

利用者への声がけや、個人情報の取り扱いに
ついて、ミーティングで指摘したり、職員同
士で注意しあっているものの、利用者の様子
を見ながらホールで記録することも多い。
又、一部慣れ合いな言動も見受けられる。訪
室の際は、声掛けやノックをするよう心掛け
ている。

○

服薬管理は、その日の持ち回りでなく、固定し
た責任者を決め、確実な服薬と継続観察が望ま
れます。

43

看護職員の早期配置が望まれると共に、救急隊
や看護職員による応急手当の講習を定期的に継
続し、一般職員の不安の軽減に努めて頂きた
い。

50

18

入所前のかかりつけ医と連携し、利用者の希
望される主治医となっている。通院に関して
は、家族にアンケートを行う等、利用者や家
族の意見を尊重しながら検討されている。基
本的には家族同行の受診となっているが、事
情があれば職員が付き添う事もある。複数の
協力医療機関の医師や看護師による定期的な
回診や専門医の回診も行われており、通院距
離が遠くなり、家族負担が増える場合は、納
得して頂いたうえで、協力医療機関での往診
を受ける方も多い。ホームには看護職員が不
在であり、敷地内にある同法人施設の看護職
員の助言、協力を受けている。服薬管理は、
その日の業務担当者が行っている。

○



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわずに、
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、入浴を
楽しめるように支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽しみごと、
気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその日
の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援して
いる

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵
をかけることの弊害を理解しており、鍵をかけない
ケアに取り組んでいる

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

24

洗濯物たたみやテーブル拭き、食器拭きなど
出来る事を見つけて力を発揮してもらう機会
を作っている。月1回恒例の「ひだまりカ
フェ」では、季節の手作りオヤツを作り、ユ
ニット間の交流や、他事業所の利用者や職員
を招待して親睦を深めている。口笛、ハーモ
ニカ、折り紙など定期的に来て下さるボラン
ティアも増え、利用者を楽しませている。牛
乳パックやペットボトルの蓋を集めるエコ活
動にも参加されている。

5723

希望されれば毎日入浴される方もある。2～3
日に1回は支援している。時間や回数は、利用
者の希望を聞いて職員が決めているが、その
日の気分と体調に応じ、柔軟に対応してい
る。本人の希望で必ず夕方に入浴される方も
ある。

59

6626

日中、玄関に鍵をかけることはない。玄関を
出入りすると「カランカラン」と優しい音が
するようになっている。徘徊癖のある方で家
族の希望があり、居室の掃き出し窓にだけ鍵
をしている方が1名おられるが、居室入口は自
由に出入り出来る。又、利用者本人の希望
で、就寝時自分で居室入口に鍵をされる方が2
名ある（ホームでスペアキー管理）。

○

鍵をかけることの弊害は全職員が十分理解して
いる。その上で、家族と話し合い対応してい
る。火災など災害がおきた場合に、居室の鍵は
避難の妨げとなり得るので、機会あるごとに利
用者、家族と話しあって頂きたい。

25

近隣への散歩や季節に応じた外出が計画さ
れ、四季を感じながらの外出を楽しんでい
る。今年度は初めて遠出遠足も実現し、利用
者の方に喜ばれた。花見には家族も一緒に出
掛けて頂いた。花の水やり、畑の野菜の収穫
も楽しんでいる。地域の馴染みの美容院に
行ったり、家族が散髪される方も数人ある。

（４）安心と安全を支える支援

61

全て法人給食に任せるのではなく、法人の栄養
管理士の助言を得ながら、上手に法人施設の
サービスを活用されている。食事は生活支援の
柱であり、職員も一緒に作った料理を味わっ
て、それを話題に楽しい食事時間を過ごして頂
きたい。54

昼食は隣接する同法人施設のメニューを参考に、
材料をもらって調理している。手の込むメニュー
は、法人施設で調理されたものを運んでいる。高
齢化により調理は難しくなったが、出来る範囲で
盛り付けや片付けを手伝って下さる利用者もあ
る。朝食はパンやお粥が選択出来る。曜日によっ
ては利用者の希望や嗜好に応じ、買い出しから全
てホームでする日もあり、臨機応変に施設サービ
スを活用している。湯飲みや茶わん、箸は本人用
で馴染みの食器を使っている。

22 ○



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろより
地域の人々の協力を得られるよう働きかけている

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）は、利用者にとって丌快な音や光が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

8129

8330

居室には洗面やトイレ、押し入れもあり広々
としている。入居前に自宅を訪問し、部屋の
様子を把握し、使い慣れた家具や持ち物を
持ってきて頂けるようお願いしている。家具
は全て持ち込みで、配置も自由にされてい
る。写真や絵を飾られた部屋、ベッドを使用
される方、畳を敷かれている方など各々の個
性がみられる居室になっていた。仏壇や鏡台
を持ち込まれている方もあった。隣接する通
所事業所の利用者に協力してもらい、職員と
一緒に床を補修して、畳との段差を解消した
居室もあった。

食堂やフロアには、明るい日差しが入り気持ち
よいですが、日差しが利用者に直接あたってし
まう時もあり、レースのカーテンなどの対策が
急がれる。　家族から申し出があった掃除ボラ
ンティアについては、前向きに検討されてはい
かがでしょうか。

77

献立は、同法人施設の栄養士を中心に、ホー
ム主任が参加する法人の食事検討委員会がた
てたものを基本にしているが、ホームの利用
者の希望や嗜好に合わせて変更している。利
用者に合わせ、粥、刻み、ひと口むすび、低
カロリーメニュー等、個別の形態で提供して
いる。車椅子の方をはじめ運動量が尐なく
なっており、殆どの利用者が便秘傾向にあ
り、薬だけに頼らず、水分や乳製品により改
善に努めている。

28

間取りや配置の違うフロアを持つ３つのユ
ニットがつながっており、その合間に、いく
つもの中庭があり明るい雰囲気である。ユ
ニット間の移動が自由に見守られ、利用者の
その日の気分で居心地の良い場所が見つけら
れている。風通しの良い場所には椅子が設け
られていたり、畳のスペースでは、横になっ
てくつろがれる方もあった。各ユニットに温
度・湿度計を置いて快適に調整されている。

○

地元消防団と連携し、消火訓練や避難訓練を
している。昼と夜の想定で行われており、火
災緊急通報システムの稼動や近隣住民の協力
（防災協力員）体制を整えている。訓練後に
は消防の方から講評を頂いている。運営推進
会議の参加者に、防災訓練の様子を職員が再
現して報告したところ、「車椅子は足りるの
か？」「避難する順番は？」「避難後の居場
所」など具体的な質問や意見が出された。実
際に「避難後の居場所」は見直されて変更す
ることになった。

○7127

敷地内同法人施設に備蓄が置かれているが、
ホーム内にも最低限の備蓄は準備しておきま
しょう。


